
Ò　¡!RP = # a¡ b
2
; 4a(a¡ b);; ¡!RQ = # b¡ a

2
; 4b(b¡ a); であるから

ÇPQR = 1
2
a¡ b
2
¢ 4b(b¡ a)¡ b¡ a

2
¢ 4a(a¡ b)

= (b¡ a)3

Ó　1より a = ¡ 1
64b である. 1および a < bであるから b > 0とわかり,相加相乗平均の不等式

から

b¡ a = b+ 1
64b ¸ 2

F

b ¢ 1
64b =

1
4

で等号は b = 1
8
; a = ¡ 1

8
のとき成り立つ.したがってÇPQRの最小値は

# 1
4
;
3

=
1
64

【5】Ñ　 HはÇABC上にあるから実数 k; tを用いて
¡!
OH =

¡!
OA+ k

¡!
AB+ t

¡!
AC

= (1; 0; 0) + k(¡1; 2; 0) + t(¡1; 0; 4)

= (1¡ k¡ t; 2k; 4t)

と書ける. OH ? AB; OH ? ACであるから
¡!
OH ¢

¡!
AB = (1¡ k¡ t; 2k; 4t) ¢ (¡1; 2; 0)

= (¡1 + k+ t) + 4k = 0ÝÝ1

¡!
OH ¢

¡!
AC = (1¡ k¡ t; 2k; 4t) ¢ (¡1; 0; 4)

= (¡1 + k+ t) + 16t = 0ÝÝ2

1¡2より

4k¡ 16t = 0　 Ú　 k = 4t

1に代入して

¡1 + 4t+ t+ 4 ¢ 4t = 0　 Ú　 t = 1
21

このとき k = 4
21
となり

¡!
OH = #1¡ 4

21
¡
1
21
; 8
21
; 4
21

; = # 16
21
; 8
21
; 4
21

;

であり H# 16
21
;
8
21
;
4
21

;
Ò　 z = aと Tの交線を A0B0 とすると,線分 A0B0 を z軸の周りに 1回転させたときの通過領域の
面積が S(a)である.
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【1】Ñ　 a = 5

8
; b = 5

2
　Ò　 a = 3; b = ¡14

Ó　 PQ =
B

13; RP = 3
B

2; 面積 3
B

17
2
　Ô　順に 1

4
; 1
36

【2】Ñ　 1¡
B

2 +

B

6
2
　Ò　 log2(2 +

B

5)　Ó　順に 4 : 5; k = 7
9
+

B

3
6

Ô　 bn = 2 + # 3
7
;
n¡1

【3】Ñ　 P% 1
3
;
4
B

2
3

=, 面積 7
B

2
4
　Ò　 y = 2x¡ 2

B

2, 接点 %
B

2
2
;¡
B

2=

Ó　 7
B

2 + 4 + 5¼
4

【4】Ñ　 y = 4x2 より y0 = 8xで P(a; 4a2)における接線 lp は

y = 8a(x¡ a) + 4a2

y = 8ax¡ 4a2

lq は aを bに置きかえて

y = 8bx¡ 4b2

である. 2式より yを消去して

8ax¡ 4a2 = 8bx¡ 4b2

8(a¡ b)x = 4(a+ b)(a¡ b)　 Ú　 x = a+ b
2

このとき y = 8a ¢ a+ b
2
¡ 4a2 = 4abで R# a+ b

2
; 4ab; である. lp; lq は直交するから

8a ¢ 8b = ¡1　 Ú　 4ab = ¡ 1
16
ÝÝ1

である.したがって Rの y座標は常に¡ 1
16
である.

　



ÇCA0B0 ÍÇCABで相似比は 4¡ a : 4だから S(a)は線分 ABを原点 Oを中心として 1回転させた面
積 U(a)を (4¡ a)2

42
倍したものである. Oから線分 ABに下ろした垂線の長さを hとするとÇOABの

面積より

1
2
¢OA ¢OB =

1
2
¢AB ¢ h

h = OA ¢OB
AB

h = 1 ¢ 2
C

12 + 22
　 Ú　 h = 2

B

5

OB ¸ OAだから

U(a) = ¼!OB2 ¡ h2 9

= ¼U22 ¡ % 2B
5
=
2

m = 16
5
¼

したがって

S(a) = U(a) ¢
(4¡ a)2

42
=
(4¡ a)2¼

5

Ó　
Z 3

1

S0(z)
S(z)

dz = � logS(z)„
3

1

= logS(3)¡ logS(1) = log
S(3)
S(1)

= log
12

32
= ¡2 log 3

　
【講評】
昨年に比べ難易度はかなり下がり,どの問題も基本的である.また記述式も数 III色が薄れ,計算も容易
い.これなら数学が得意な生徒なら満点も十分に狙えただろう.差がついたとしたら大問 3か.合格には 60
～65％はとりたいところである.なお大問 5は空間だが今年の医学部入試ではかなり出題されている.今
後も要注意である.


